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論文内容の要旨
希土類をドープした IIb- VIb 化合物は母体結晶を励起することによって希土類イオンの4'f-4f遷移
による線状発光を呈することが知られている。しかしながら、特に希土類中心の微視的構造やエネル
ギ-伝達機構などの発光現象の性質については末だ明らかでない。したがって我々は 11b-VIb 化合物
の希土類イオン中心の微視的構造とその中心に関係したエネルギー伝達機構を研究した。
多くの、希土類をドープした IIb- VIb 化合物の中で我々は Tm をドープした ZnSe結晶について詳
しく研究した。なぜならば、この結晶は典型的な発光現象をしめし、又その発光は Li のような他の不
純物を添加することによって強められるからである。これらの結晶中の Tm発光中心の微視的構造が
発光や吸収スペクトル、或はそれらのゼーマン効果を調べることによって詳しく研究された。いくつ
かの新しい希土類中心が考察されたが、中でも Center 1 と名づけられた、最も強い発光を示す中心
は格子間位置に入った Tm イオンとそれを囲み同一平面上にある 4つの Li イオンからできていること
が見出された。この Center 1 の対称性は4回対称で点、群 Dzdの対称性をもっている。又この中心の結
晶場パラメターは実験的にもとめられたエネルギー準位と比較することによって得られた。
論文の審査結果の要旨
IT-VI属化合物とよばれる一群の物質においては、しばしばルミネッセンス現象を示すものがある。
代表的なものは CdS ，あるいは ZnS といった物質であるが、 1レミネッセンスは単に物理学的興味から
ばかりではなく応用面、とくにエレクトロニクスの分野でも重要なものとして評価されている。
ところが、ルミネッセンスそれ自体は大変複雑な現象であって、数多いこれまでのデータは大部分が
現象論的に、なかば経験的に分類、整理するという段階にある。増井君はこのような現況に対し、ま
ず結晶としてまぎれの少い立方対称の ZnSe をえらび、これに発光中心として希土類イオンを入れる
ことにした。鉄属イオンの発光中心とちがって 4f電子は結晶場の影響をあまりうけないのでスペクト
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ルは鋭くなりミクロな解析に充分こたえうる情報を提供してくれるであろうというねらいである。そ
して希土類イオンとしてツリウム (Tm) をドープした。 Tm を入れた場合、更に Li を入れるとルミネ
ッセンスが強化されるという事実は既に知られているので、増井君はこの Li が発光中心にどんな効果
をもたらしているかについて詳細な研究を、主として固体分光学的立場から行った。
その結果発光中心として重要なものはTm に Li が4個配位したいわば不純物クラスターであること
をつきとめた。この結論をうるに至るプロセスで決め手となったのは強磁場下でのゼーマン効果であ
った。
この研究によって従来複雑すぎてあまり手のつかなかったルミネッセンス、とくにその発光中心の
ミクロな物性について新らしい知見を得ることに成功した点、本論文は理学博士の学位論文として十
分の価値あるものと認められる。
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